
本校の通級指導教室に6年間通った生徒が、「中学生通級」の看板の文字を毛筆で
書いてくれました。在籍校では書道部に所属し、数々のコンクールで入賞するなど、
確かな腕前をもつ生徒です。
最後の通級指導の際に6年間を振り返ってもらうと、
「気軽に何でも話せる場所で、毎回楽しかった」と話してくれました。
自分の障がいと向き合う、決して容易ではない時間もあったことと思います。
この6年間の経験が、これからの彼女の人生において、意味のある大切なものと
なることを、心から願っています。

通級指導教室の看板完成！
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